
協
同
の
力
で
待
望
の
病
院
を

　

９
月
末
か
ら
全
国
の
医
療
福
祉
生
協
で「
生
協
強
化
月
間
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

利
根
保
健
生
協
で
は
、
月
間
や
新
病
院
建
設
の
着
工
を
目
前
に
控
え
、「
第
１
回
千

人
会
議
」
や
「
正
副
支
部
長
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
と
り
く
み
に
向
け
て
の
意
思

統
一
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
は
、
新
病
院
建
設
の
建
築
・
電
気
・
設
備
各
業
者
に
よ
る
入
札
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

し
た
と
い
う
こ
と
で
大
変
な
盛
り

上
が
り
だ
っ
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で

当
院
職
員
の
息
子
さ
ん
の
活
躍
に

は
大
い
な
る
親
近
感
を
抱
き
、
応

援
に
も
一
層
熱
が
入
っ
た
▼
全
国

各
地
で
十
数
年
ぶ
り
の
最
高
気
温

の
記
録
が
更
新
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

が
連
日
大
騒
ぎ
し
て
い
た
。
異
常

気
象
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
結
び

付
け
て
の
報
道
も
多
か
っ
た
。
地

球
が
で
き
た
の
は
、
今
か
ら
約

46
億
年
前
。
奇
跡
の
星
、
地
球
は

１
億
年
の
時
を
か
け
て
形
成
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
も
う
少
し
長
い
時

間
軸
で
物
事
を
見
て
み
れ
ば
、
何

も
こ
ん
な
に
大
騒
ぎ
す
る
よ
う
な

こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

▼
一
向
に
進
ま
な
い
福
島
原
発
の

処
理
、
今
も
垂
れ
流
し
さ
れ
て
い

る
汚
染
物
質
の
中
に
は
半
減
期

２
万
年
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
ば
か

り
は
長
い
目
で
見
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
▼
広
島
、
長
崎
原
爆

の
数
千
倍
の
量
の
放
射
性
物
質
を

含
む
使
用
済
み
核
燃
料
棒
が
い
ま

だ
に
手
つ
か
ず
の
ま
ま
福
島
原
発

内
に
残
っ
て
い
る
。
一
体
い
つ
に

な
っ
た
ら
福
島
の
人
た
ち
は
安
心

し
て
故
郷
に
帰
れ
る
の
か
▼
今
年

の
猛
暑
も
原
発
な
し
で
乗
り
切
れ

た
。
原
発
は
な
く
て
も
大
丈
夫
な

の
だ
。
夏
が
ど
ん
な
に
暑
く
て

も
、
実
り
の
秋
は
必
ず
巡
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
核
燃
料
最
終
処
理

の
技
術
が
ま
だ
未
完
成
の
現
在
、

私
た
ち
は
永
久
に
放
射
能
汚
染
の

リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
せ
め
て
そ
の
リ
ス
ク
を
減

少
さ
せ
、
安
心
し
て
住
め
る
日
本

に
し
た
い
も
の
だ
。　　
（
糸
賀
）

　

今
年
の
夏
は
暑
か
っ

た
。
気
温
だ
け
で
な

く
、
甲
子
園
大
会
も
、

前
橋
育
英
高
校
が
優
勝

一人は万人のために 万人は一人のために

「認知症」には・アルツハイマー型認知症・脳血管性認知症・その他の認知症など、３つのタイプがあります。

（１） 第529号2013年10月１日（毎月1回1日発行）

病院づくりに、より多くの方の参加をめざして「第１回千人会議」

「正副支部長研修会」分散会で意見交換

南医療生協
増田常務理事

協
同
の
力
で
待
望
の
病
院
を

い
よ
い
よ
新
病
院
建
設
ス
タ
ー
ト

病
院
づ
く
り

先
進
の
と
り
く
み

多
く
の
人
と

参
考
に

925人から
1,777坪（7,108万円）

一坪増資運動
（2013年９月23日現在）

利根保健生活協同組合
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☎（58）3910
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平均出資金額・・・・・・・・・・・・・47,901 円

理事30名　監事3名　総代202名　班長1397名

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
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８
月
24
日
（
土
）、
昭
和
村
公

民
館
で
「
組
合
員
と
職
員
の
協
同

の
力
で
最
高
の
病
院
を
つ
く
ろ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
病
院
づ
く

り
に
、
よ
り
多
く
の
方
の
参
加
を

目
的
と
し
た
「
第
１
回
千
人
会

議
」
が
開
か
れ
、
１
２
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

高
坂
事
務
長
か
ら
新
病
院
建
設

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
全
体

像
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
新
建
築
研

究
所
の
浮
ヶ
谷
氏
か
ら
は
、
具
体

的
に
各
階
の
図
面
説
明
や
３
Ｄ
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ

の
沸
く
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

組
合
員
さ
ん

か
ら
「
新
病

院
に
バ
ス
路

線
を
誘
致
す

る
取
り
組

み
」「
想
い

を
集
め
る
地

域
訪
問
活

動
」
な
ど
、

生
協
な
ら
で

は
の
多
面
的

な
活
動
が
報

告
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
新
病
院

が
い
よ
い
よ

『
か
た
ち
に

な
る
』
と
実

感
で
き
た
」

「
３
Ｄ
画
像

を
み
て
夢
が

膨
ら
ん
だ
」「
報
告
を
聞
い
て
、

各
組
合
員
が
一
生
懸
命
と
り
く
ん

で
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

組
合
員
、
職
員
が
一
堂
に
会

し
、「
協
同
の
力
で
新
病
院
建
設

の
成
功
を
」
と
、
確
認
し
あ
い
ま

し
た
。
こ
の
と
り
く
み
を
各
地
域

へ
、
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

８
月
31
日
〜
９
月
１
日
、
シ
ャ

ト
ウ
猿
ヶ
京
で
、
生
協
強
化
月
間

に
向
け
て
の
意
思
統
一
、「
支
部

を
単
位
に
、
班
を
基
礎
に
」
の
具

体
化
な
ど
を
目
的
に
、
正
副
支
部

長
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
の
南
医
療
生
協
・
増

田
美
紀
常
務
理
事
の
講
演
で
は

「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
・

地
域
だ
ん
ら
ん
ま
ち
づ
く
り
」
と

題
し
て
、
の
べ
十
万
人
を
超
え
る

人
と
の
対
話
で
声
を
集
め
、
理
想

の
病
院
を
つ
く
っ
た
経
験
や
た
ま

り
場
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
な
ど

の
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

組
合
員
か
ら
の
「
た
ま
り
場
で

の
健
康
支
部
集
会
」
や
「
脳
い
き

い
き
班
会
」
な
ど
支
部
活
動
の
事

例
報
告
、
分
散
会
に
分
か
れ
て
の

月
間
に
向
け
て
の
意
見
交
換
等
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
南
医
療
生
協
の
足
で
稼
ぐ
方

法
を
参
考
に
し
た
い
」「
月
間
で

は
ね
ば
り
強
く
地
域
を
ま
わ
り
た

い
」
な
ど
の
感
想
を
寄
せ
あ
い
、

大
き
な
目
標
に
挑
戦
す
る
月
間
を

前
に
、
元
気
に
な
る
集
い
に
な
り

ま
し
た
。

第31回 くらしと健康まつり
　１０月２０日（日）雨天決行
　　１０：００〜１４：５０
　沼田市十王公園　

  主な催し（予定）
◦保健生協支部の模擬店　◦健康チェック
◦薄根ふるさと太鼓　◦津軽三味線鈴友会
◦花咲アルプホルンクラブ演奏
◦沼田オカリナ会　◦カラオケ、芝オケ
◦太極拳
◦Ｈip Ｈop ダンス
◦新鮮野菜　◦果物の販売
◦サイクルランド
◦バザー

当
日
は「
老
健
と
ね
」前

よ
り 

会
場
間
の
送
迎
車

が
出
ま
す
。

出資金を持ち寄ろう！

アドバルーンが
目印♪

利根中央病院10
20
日



劇団銅鑼「はい、奥田製作所。」
公演が行われました

　終演後「いやあ、良かったよ！」「迫力があった！」など、
多くの声が聞かれ、元気の出る取り組みとなりました（来

場者数517人）。
　公演に際し、
多くの団体や個
人の方からご協
力をいただきま
した。
　大変ありがと
うございまし
た。

利 根 の 保 健

「認知症」を早期発見するめやす　①忘れが多い　②人柄が変わる　③場所・時間がわからない　④判断・理解力が衰える　⑤不安感が強い　⑥意欲がなくなる

（２）第529号2013年10月１日（毎月1回1日発行）
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bbbbbbbbbb

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
8
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
89
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

８
月
の

新
加
入
者

　

新
病
院
の
基
本
方
針
は
、
安
心

と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
信
頼
の
総

合
病
院
で
あ
り
、
魅
力
溢
れ
る
災

害
拠
点
病
院
と
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
た
災
害
に
備
え
る
新
病
院
は
、

地
元
は
も
と
よ
り
、
垣
根
を
越
え

て
災
害
医
療
に
至
る
迄
、
責
任
を

持
つ
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
い
ま

す
。
新
病
院
建
設
で
特
に
注
目
し

た
い
の
が
、電
気
、水
道
と
言
う
生

命
線
の
充
実
で
す
。
３
・
11
で
最

も
困
っ
た
の
が
水
で
す
。
先
の
見

え
な
い
断
水
は
、
手
術
、
入
浴
、

食
事
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
教
訓
を
活
か
し
、
上
水
と

井
戸
水
の
併
用
と
い
う
見
事
な
解

決
方
法
を
見
出
し
ま
し
た
。
ま
さ

に
命
綱
を
解
決
し
た
の
で
す
。

　

県
の
医
療
再
生
化
計
画
に
基
づ

く
主
旨
に
の
っ
と
り
、
施
設
整
備

に
力
を
注
ぎ
、
特
に
自
家
発
電
装

置
で
は
３
日
間
動
く
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
、
闇
夜
の
生
活
を
回
避

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
入
院
中
の
方
、

関
係
者
共
々
不
安
を
覚
え
る
こ
と

な
く
、
落
ち
着
い
た
行
動
に
結
び

つ
く
で
し
ょ
う
。
ま
さ
か
！
が
現

実
に
な
る
事
は
誰
も
予
測
で
き
ま

せ
ん
。
10
月
、
間
も
な
く
動
き
出

し
ま
す
。

　

９
月
７
日
（
土
）
午
後
、
在
宅

総
合
セ
ン
タ
ー
の
組
合
員
ホ
ー
ル

で
産
婦
人
科
医
長
の
笠
原
医
師
よ

り
「
女
性
の
健
康
と
病
気
」
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
田
西
支
部
（
理
事
）　

三
ツ
井
　
久
　
雄

新病院建設への
おもい⑨

bbbbbbbbbbbbbbbbbbb

注
目
さ
れ
る
新
病
院
の
機
能

　

９
月
３
〜
４
日
に
か
け
て
、
長

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
関
信
越
の
生

協
が
集
ま
る
交
流
会
に
、
利
根
沼

田
か
ら
は
組
合
員
と
職
員
、
合
わ

せ
て
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
後
の
取
組
紹
介
で
は

広
橋
絹
代
理
事
（
月
夜
野
東
支

第
10
回
医
療
講
演
＆
懇
談
会

「
女
性
の
健
康
と
病
気
」

組
合
員
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事

組
合
員
活
動
交
流
集
会
in
長
岡

　

婦
人
科
の
主
な
病
気
か
ら
骨
粗

鬆
症
骨
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
や
、

治
療
法
、
更
年
期
障
害
に
つ
い
て

な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
予
防
医
学
で

「組合員でよかった」エピソード募集
　思いを多くの組合員で共有して新病院建設と５カ年計画を
すすめていくために「組合員でよかった」の声を寄せてもら
い、それをまとめた冊子づくりにとりくみます。
　みなさんからのエピソードを募集します。
　◦受付期間：９月１日～11月 30日
　◦内　　容：タイトル、支部名、氏名（無記入も可）、
　　　　　　　エピソード（８００字以内）
　◦投 稿 先：組織部

第
27
回 

日
本
高
齢
者
大
会

バ
ス
が
高
齢
者
の
見
守
り
や

防
災
の
役
目
に
！

　

10
月
12
日
～
13
日
、
三
重
県
津

三
重
大
学
で
「
第
27
回
日
本
高
齢

者
大
会
」
が
開
か
れ
、利
根
沼
田
か

ら
7
人
、
全
国
か
ら
5
千
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習
講
座
や
22

分
科
会
と
29
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
健
康
や
介
護
」「
低
線
量

被
爆
」「
年
金
を
は
じ
め
増
税
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
」
な
ど
多
彩
で
し
た
。

部
）
が
新
病
院
建
設
の
進
捗
状

況
、
建
設
に
向
け
た
組
合
員
活
動

等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
國
森
康
弘
さ
ん
が

「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
と
い
う
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
状
況
や
被
災
者
や
犠

牲
者
の
姿
、
滋
賀
県
東
近
江
市
で

行
わ
れ
て
い
る
「
看
取
り
」
の
現

場
で
人
が
家
族
の
死
と
向
き
合
っ

て
い
る
こ
と
等
を
、
ス
ラ
イ
ド
で

流
し
ま
し
た
。
命
と
向
き
合
う
家

族
や
医
療
従
事
者
の
姿
を
映
し
た

写
真
と
語
り
は
、
多
く
の
人
の
涙

を
誘
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
分
散
会
で
は
、
参
加

生
協
中
最
多
の
７
人
が
報
告
し
ま

し
た
。
保
育
園
と
連
携
し
、
母
親

を
対
象
と
し
た
講
演
会
や
健
康
チ

ェ
ッ
ク
等
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

発
表
し
た
生
方
勢
津
子
さ
ん
（
沼

田
西
支
部
）
は
、
他
生
協
の
発
表

や
質
問
を
受
け
て
、「
若
い
組
合
員

を
増
や
す
た
め
に
も
、
病
児
保
育

等
を
利
根
で
も
行
い
、
色
々
な
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

閉
会
後
は
診
療
所
と
連
携
し
た

老
健
施
設
や
、
一
般
に
も
開
放
さ

れ
て
い
る「
わ
い
が
家
」と
い
っ
た

な
が
お
か
医
療
生
協
の
事
業
所
を

視
察
。
医
療
と
介
護
が
連
携
し
た

先
進
的
な
と
り
く
み
に
、
参
加
組

合
員
か
ら
は
、「
町
の
中
に
診
療
所

と
介
護
施
設
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

い
い
施
設
が
あ
る
の
が
い
い
」（
沼

田
北
支
部
・
角
田
正
男
さ
ん
）、

「
以
前
見
学
し
た
と
き
と
す
っ
か

り
変
わ
り
、
た
だ
感
心
す
る
ば
か

り
。
職
員
を
育
て
る
姿
勢
が
素
晴

ら
し
い
」（
沼
田
東
支
部
・
得
能
淑

子
さ
ん
）
等
、
驚
き
や
羨
望
の
声

が
あ
が
っ
た
他
、「
長
岡
と
は
、
状

況
が
違
う
が
病
院
が
出
来
た
後
の

次
の
段
階
を
考
え
た
い
」（
片
品
支

部
・
桑
原
藤
太
郎
さ
ん
）
の
よ
う

な
今
後
の
生
協
の
事
業
へ
結
び
付

く
展
望
も
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

みんなで行こう．バスいっぱいにして
☆午前は分科会　   自分の思いを“思いっきり”語ろう   

日時：10月27日（日）　　場所：太田市
記念講演：『最高の憲法と最低の政治、この不思議の国 ニッポン』
講　　師：アーサー・ビナードさん（詩人・俳人・絵本作家・翻訳家）
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参
加
者
か
ら
は
、「
10
月
か
ら
年

金
を
３
年
間
で
２
・
５
％
削
り
今

後
も
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
」「
町

営
の
無
料
の
福
祉
バ
ス
を
始
め
る

も｢

空
気｣

バ
ス
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

乗
客
が
少
な
く
、
４
年
前
に
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
変
え
て
か
ら
は

毎
月
３
千
人
が
利
用
し
、
バ
ス
停

は
町
内
に
１
６
０
ヵ
所
へ
家
の
近

く
で
乗
れ
て
バ
ス
が
高
齢
者
の
見

守
り
や
防
災
の
役
目
も
す
る
よ
う

に
」「
原
発
の
問
題
で
は
、子
ど
も

の
命
と
健
康
を
ど
う
守
る
か
が
最

も
大
切
」
な
ど
声
が
出
て
い
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

映
さ
れ
た
「
老
人
漂
流
社
会
…
…

こ
の
ま
ち
で
く
ら
し
た
い
」
を
作

っ
た
板
垣
淑
子
さ
ん
よ
り
話
が
あ

り
ま
し
た
。
講
演
に
つ
づ
き
、
福

島
、
沖
縄
、
山
形
か
ら
特
別
報
告

が
あ
り
、
ど
の
報
告
に
も
宝
物
が

ぎ
っ
し
り
で
充
実
し
た
内
容
で
し

た
。（
昭
和
南
支
部　

持
田
宗
武
）

　11 月 1 日より、予約のない患者様も再来受付機で受付が
可能となります。また予約患者様も受付の仕方が一部変更
になります。

●予約のない患者様に対して再来受付機を利用しての
受付が可能になります。
※初診の方や前回受診及び保険証確認が半年以上前の
方は再来受付機ではなく受付カウンター（有人）で
の受付になります。

●予約のある患者様は、再来受付機で受付後に外来基
本票用紙をお持ちいただ
くようになります。

　予約の有り・無しに係わら
ず、再来受付機にて受付後に、
お近くのプリンタから出力さ
れる用紙「外来基本票」（A4
サイズ）を専用のクリアケー
スに入れていただき、各科受
付窓口へ出していただきます。 再来受付機

は
妊
娠
中
の
風
疹
ワ
ク
チ
ン

の
Ｑ
＆
Ａ
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
性
、
副

反
応
な
ど
も
含
め
て
、
話
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
男
性
組
合

員
か
ら
は
「
男
性
に
も
更
年

期
は
あ
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。「
新
病
院

で
の
産
婦
人
科
病
棟
は
個
室

率
76
％
。
家
族
で
過
ご
し
や

す
い
広
さ
、
女
性
と
子
供
に

や
さ
し
い
病
棟
が
で
き
あ
が

り
ま
す
」
と
展
望
も
語
ら
れ

ま
し
た
。

写真提供：劇団銅鑼

11月より予約のない患者さまも
再来受付機を利用して、

受付ができます。
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体
と
も
例
年
通
り
と
な
る
見
通
し

で
す
。沼
田
市
在
住
の
方
は
今
年
度

か
ら
受
診
シ
ー
ル
が
必
要
と
な
り

ま
す
。五
月
中
旬
に
市
か
ら
発
送
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、接
種
の
際
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
60
歳
以
上
65
未
満
で
対
象

者
（
２
）
に
該
当
す
る
方
は
、必
ず

各
市
町
村
へ
問
い
合
わ
せ
て
か
ら
、

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
利
根
中
央
病
院
で
は
、時

間
外
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
日

を
設
け
ま
す
。時
間
内
に
接
種
が
不

可
能
な
場
合
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、時
間
外
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
接
種
は
、
接
種
日
、
対
象
者
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ

せ
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

と
ね
診
療
所
、
片
品
診
療
所
で

は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
班

会
の
開
催
班
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

３
人
以
上
の
参
加
が
あ
れ
ば
待
ち

時
間
も
な
く
、
医
師
や
看
護
師
と

懇
談
す
る
時
間
も
取
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

で
、
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
の
対
象
期
間
は
10
月
１
日

～
12
月
31
日
ま
で
。そ
れ
以
降
で
も

接
種
自
体
は
、ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
が

あ
れ
ば
可
能
で
す
が
、
自
己
負
担

額
は
４
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
児
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
も

少
し
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。小
児
は
２

回
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。当

院
で
は
予
約
制
で
、
１
回
目
が
４
，

０
０
０
円
、
２
回
目
は
２
，
０
０
０

円
で
す
。現
状
で
は
み
な
か
み
町
以

外
は
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。み
な
か
み
町
の
方
が
接
種
す

る
場
合
は
窓
口
で
一
度
支
払
い
を

し
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
（
家
族
）

で
役
場
へ
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
補
助
の
額
は
各
自
治

　

平
成
13
年
の
予
防
接
種
法
の
改

正
に
よ
り
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
二

類
疾
病
に
分
類
さ
れ
、
市
町
村
が

65
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
予
防

接
種
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
二
類
疾
病
と
は
個
人
予
防

に
比
重
を
置
い
た
疾
病
で
あ
る
と

の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
個
人
の
発
病
・
重
症
化
防
止

及
び
そ
の
積
み
重
ね
と
し
て
の
間

接
的
な
集
団
予
防
を
図
る
必
要
が

あ
る
疾
病
の
こ
と
で
、接
種
の
努
力

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

種
を
行
う
対
象
者
（
補
助
の
対
象
）

は
、（
１
）
65
歳
以
上
の
者
、
お
よ

び
、（
２
）
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

あ
っ
て
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
に
定
め
る
も
の
、と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で「
補

助
の
対
象
者
な
の
で
一
般
の
方（
小

児
も
含
む
）
も
接
種
可
能
で
す
。

　

一
般
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
自
己
負
担
額
は
通
常

４
，
０
０
０
円
で
す
。
し
か
し
、
対

象
者
の
方
は
、
各
市
町
村
で
３
，
０

０
０
円
を
負
担
し
て
く
れ
る
為
、自

己
負
担
額
は
１
，０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。接
種
者
個
人
に
よ
る
各
市
町

村
で
の
申
請
手
続
き
は
特
に
必
要

な
く
、
病
院
側
で
処
理
し
ま
す
の

　

ま
た
、高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
り
、死
亡
率
の
高
い
肺
炎
を

併
発
し
易
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、予
防
接
種
に
よ
っ
て
体

内
に
抗
体
を
つ
く
り
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
に
く
く
し
、万
が
一

感
染
し
て
も
重
篤
に
な
ら
な
い
た

め
に
接
種
を
行
い
ま
す
。決
し
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ま
ず
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
法
施
行
令
に
よ
り
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
の
予
防
接

一人は万人のために 万人は一人のために

認知症の症状がみられたら、一般的には神経内科、精神科、心療内科、脳外科、当院の「もの忘れ外来」などにご相談ください。

（３） 第529号2013年10月１日（毎月1回1日発行）

山
の
端
に
す
と
ん
と
落
ち
る
入
日
か
な

も
う
三
年
灯
が
ゆ
れ
る
吾
亦
紅

大
夕
焼
過
疎
の
一
村
染
め
上
げ
ぬ

黄
金
波
里
は
の
ど
か
や
お
祭
り
日

灯
籠
の
背
丈
に
競
ふ
ス
ス
キ
か
な

沼
田
市
硯
田
町　

阿
部　

ま
つ

沼
田
市
上
発
知
町　

田
村　

稲
雀

沼
田
市
上
発
知
町　

桑
原　

昭
一

白
沢
町
下
古
語
父　

小
林　

一
康

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

雑
音
は
聴
か
ぬ
夫
の
イ
ヤ
ホ
ー
ン

遠
花
火
音
で
た
の
し
む
老
夫
婦

赤
々
と
消
費
税
に
泣
く
唐
辛
子

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
桜
町　

森
田　

ら
く

高
山
村
中
山　

木
村　

浅
城

里
ご
こ
ろ
ひ
と
り
口
遊ず

さ

む
夕
暮
れ
は
月
見
草
咲
く
故
郷

恋
し
き

夕
餉
ど
き
冷
蔵
庫
の
前
で
立
ち
つ
く
す
思
い
だ
す
ま
で

行
っ
た
り
来
た
り

日
本
海
を
染
め
し
夕
日
の
大
い
さ
に
友
ら
と
窓
辺
に
し

ば
し
見
つ
む
る

秋
晴
れ
の
谷
川
岳
を
の
ぞ
み
建
つ
歌
碑
を
め
ぐ
れ
ば
コ

ス
モ
ス
ゆ
れ
る

迦
葉
山
下
れ
ば
果
樹
の
里
の
秋
香
り
を
載
せ
て
夕
日
沈

み
ぬ

つ
や
や
か
に
茄
子
は
紫
紺
に
漬
け
あ
が
り
朝
の
食
卓
に

色
ど
り
を
添
ふ

西
日
受
け
色
あ
ざ
や
か
な
紅
葉
に
時
を
忘
る
る
わ
が
里

の
秋

さ
り
げ
な
く
持
て
成
す
宿
の
若
女
将
夕
餉
の
膳
に
温
も

り
あ
ふ
る

沼
田
市
東
倉
内
町	

青　

柳　

満
里
子

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

森　

田　

妙　

子

　
み
な
か
み
町
湯
原	

羽　

鳥　

孝　

子

　
み
な
か
み
町
湯
原	

須　

藤　

と
も
子

　
沼
田
市
岡
谷
町	

大　

嶋　

愛　

子

　
み
な
か
み
町
東
峰	

河　

合　

な
み
江

　
み
な
か
み
町
須
川	

渋　

谷　

や
い
子

　
昭
和
村
森
下	

倉　

沢　

さ
な
へ

　

現
在
83
歳
の
一
人
暮
ら
し
。
通

院
に
は
生
協
の
支
援
事
業
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
自
動
車
免
許
を
返

還
、
足
が
な
く
な
り
困
っ
て
い
た

時
分
に
通
院
支
援
を
知
り
ま
し

た
。「
運
転
手
さ
ん
が
親
切
で
、

玄
関
で
待
っ
て
い
れ
ば
来
て
く
れ

る
。
今
後
も
通
院
支
援
は
是
非
続

け
て
ほ
し
い
」と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

生
協
と
は
診
療
所
時
代
か
ら
の

付
き
合
い
。
車
の
珍
し
か
っ
た
時

代
に
免
許
を
と
っ
た
鈴
木
さ
ん

は
、
通
院
送
迎
の
奉
仕
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

旦
那
さ
ん
の
介
護
を
20
年
も
経

験
し
た
こ
と
か
ら
、
生
協
に
は
介

護
事
業
で
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
だ
か
ら
役
員
に
は
な
れ
な

い
け
れ
ど
、
仲
間
へ
の
声
か
け

と
、
毎
月
の
積
立
増
資
で
生
協
と

関
わ
っ
て
い
く
」
と
前
向
き
で

す
。
今
後
も
病
院
を
利
用
し
つ

つ
、「
病
は
気
か
ら
、
健
康
第
一
」

を
合
言
葉
に
、
楽
し
く
病
気
を
克

服
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

み
な
か
み
町
上
牧　

鈴
木 

静
子 

さ
ん

楽
し
く
病
気
を
克
服
し
た
い

利根中央病院
健康情報管理課 課長

髙 井 一 茂

～ 
補
助
制
度
の
利
用
で
上
手
に
予
防 

～

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
お
早
目
に

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

e-m
ail:sukusuku-tone@

tonehoken.or.jp

郵
送
先　

〒
三
七
八
︱
〇
〇
三
五　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

メ
ー
ル
で
も
投
稿
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

昼
間
の
接
種
が
で
き
な
い
方
へ

時
間
外
接
種
の
ご
案
内

対　象：高校生以上（中学卒業以上）
実施場所：健康管理科
予約制：健康管理科窓口または電話（午後の受付）
期　間：10 月～ 12 月の水・金曜日
時　間：17:00 ～ 18:30
費　用：一般…4000 円
　　　　65 歳以上高齢者…1000 円
※沼田市在住の方は、今年度配布されたインフルエンザ
　予防接種の受診シールを持参してください。

　インフルエンザの予防接種を受けつつ、病気や
医療等について、医師や看護師と気軽にお話でき
る班会です。お友達とお誘いあわせの上、お申し
込みください。詳しい内容は
　　　片品診療所 ( ☎ 58-3910)
　　　とね診療所 ( ☎ 24-1202)
まで、お問い合わせください。
期間は 12 月 26 日まで、要予約です。

時間外インフルエンザワクチン接種のお知らせ

インフルエンザ予防接種班会開催

と
ね
診
療
所
で

都
築
先
生
と
懇
談
す
る

上
発
知
班
の
皆
さ
ん　

　
（
２
０
１
２
年
11
月
）

補
助
の
対
象
者

予
防
接
種
は
自
治
体
が
担
当

費
用
と
補
助
の
期
間

自
治
体
に
確
認
を

子
供
の
接
種

予
防
接
種
班
会
は
お
気
軽
に

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
を
抑
え
る
た
め
に

は
、
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
し
か
し
、
費
用
を
心
配
す

る
声
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
自
治
体
の
行
っ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

利根中央病院

片品診療所・とね診療所 　10 月 1日から経済的に困っている方を対象に、一定期
間受診料の本人負担分を減免する事業を利根中央病院に
て開始します。
　利用を希望される方は病院受付までご相談ください。

（☎ 22-4321）

　講演会の第三弾は病院が拡大した時期のお話です。利
根沼田の地域医療を担うに到った道のりと、生協で展開
された医療活動について語り明かす時間とします。皆さ
ま奮ってご参加ください。
講演者：都築　靖さん（元病院長）ほか。
日　時：2013年10月31日　17時30分〜19時頃
場　所：利根中央病院 講堂
連絡先：実行委員会事務局　大野 (22-2300)
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山岸　克子
西山みち子
島崎　芳恵
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岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
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太田ヒサ子
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糖尿病のはなし
医療費・通院支援について
医療費・通院支援について
健康体操
健康体操
骨粗鬆症のはなし
骨粗鬆症のはなし
骨粗鬆症のはなし
骨密度チェック
骨盤底筋体操
熱中症予防と対策
ころばん体操・足指力チェック
健康体操
健康体操
健康体操
VSRAD について
VSRAD について
尿・体組成チェック
尿・体組成チェック
骨粗鬆症予防について
骨粗鬆症予防について
コレステロールのはなし
芝生の上を歩こう
芝生の上を歩こう
輪投げの練習・健康体操
グラウンドゴルフの練習
グラウンドゴルフの練習
脳いきいき体操
脳いきいき体操
健康チェック
あいうべ体操、脳いきいき体操
きゅうり・フルーツの飾り切り
介護予防のはなし
介護予防のはなし
温泉班会
温泉班会
温泉班会
眼のはなし
ゲートボール班会
脳いきいき班会
脳いきいき班会
脳いきいき班会
絵手紙教室
絵手紙教室
介護保険のはなし
介護保険のはなし
体組成チェックで健康班会
体組成チェックで健康班会
体組成チェックで健康班会
体組成チェックで健康班会
体組成チェックで健康班会
糖尿病のはなし
糖尿病のはなし
糖尿病のはなし
糖尿病のはなし
体組成チェック
血管年齢チェック
食中毒のはなし
食中毒のはなし
あいうべ体操、歯のはなし
あいうべ体操、歯のはなし
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
ラジオ体操・脳いきいき体操
民謡踊り
手芸製作
腎臓の話（紙芝居）
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4
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4
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12
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5
4
3
3
3
3
4
3
3
3
21
8
4
3
4
3
7
11
10
8
6
6
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363

上原町 7-3
材木町 1
材木町２
東原新町９
東原新町 2-3
材木町 11-3
榛名町 8-2
榛名町 8-1
薄根町 6-5
鍛冶町 10
上久屋馬場
戸鹿野町１、２
中発知町 木内
中発知町 木村
中発知町 東西
井土上町 三国街道上
井土上町 利根河原
硯田町 上
硯田町 下
下川田町 宮塚１
下川田町 宮塚２
尾合 上
元気に歩こう会
元気に歩こう会
追貝 森山
老神合同
老神合同
二本松１
ゆうゆう会
多那２
菅沼１
中野合同
後閑 上入
後閑 下入
政所合同
真庭合同
真庭合同
下牧 原の中
後閑合同
上牧合同
下牧合同
後閑合同
虹の会
虹の会
月夜野 町組 12-1
月夜野 町組 2-2
鹿野沢 1-1
鹿野沢 1-2
鹿野沢 2-1
鹿野沢４
鹿野沢 芦間下 1
須川１ 
須川２
須川３
須川４
布施宿合同
遊布
糸井 中宿
糸井 常木 -1
中山 新田西沢
中山 新田下宿２
福寿草
福寿草
福寿草
福寿草
民謡踊りサークル
手芸くらぶ遊布
ふれあいの輪
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認知症支援の三要素は、よりよい介護環境・暖かい気持ちでの適切なケア・薬による治療です。

材料（2 人分）

きのこのカレー風味コーン煮 ① しいたけ、しめじは細かく切り、えのきだけは約
1ｃｍの長さに切る。かぶはいちょう切りにする。
かぶの葉はゆでてこまかく刻む。玉ねぎは 1ｃｍ
角切りにする。

② 鍋にサラダ油を入れ、①のかぶの葉以外を加え
て中火でよく炒め、材料にかぶるくらいの水とカ
レー粉を加えて煮る。

③ ②のかぶがやわらかくなったら、牛乳とコーンク
リームを加えてひと煮立ちさせ、塩で味を調える。
かぶの葉を加えて完成です。

□作り方□

８月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

元気よく体操で汗を流しました

利南　戸鹿野1・2合同

水上　鹿野沢

片品　菅沼

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの尿

失
禁
予
防
・
介
護
保
険
に
つ
い
て

室
内
運
動
会（
赤
組
白
組
対
抗
）

足
指
力
チ
ェ
ッ
ク
／

　
　
　
　
　

手
と
頭
の
体
操

指
圧
／
血
管
年
齢
チ
ェ
ッ
ク

介
護
保
険
を
紙
芝
居
で
学
び
ま
し
た

ボ
ー
ル
こ
ろ
が
し
、パ
ン
つ
り

リ
レ
ー
等
を
し
ま
し
た

新
聞
紙
で
準
備
運
動
を
し
て

測
定
し
ま
し
た

指
圧
を
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た

沼田東　材木町11

新治　猿ヶ京

水上　幸知

池田　岡谷町西１班

白
沢
町
上
古
語
父

角
田　

柚ゆ
ず

ち
ゃ
ん
（
８
ヶ
月
）

可
愛
く
て
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
♥

大
阪
府

　
　
　

莉り
の乃

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

赤
井　

玲れ
な菜

ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
、
バ
ン
ザ
ー
イ
！！

掲載希望の方は ①お子
様氏名 ②年齢 ③住所 
④コメント（13文字以
内）⑤連絡先 をご記入
の上ご投稿下さい。

編集事務局
E-mail:sukusuku-tone
@tonehoken.or.jp

沼
田
市
柳
町

周
佐 

光
衛 

さ
ん

孫
が
医
学
生
に
！！

　

定
年
を
迎
え
、
気
候

良
好
で
人
間
性
も
す
ば

ら
し
い
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

沼
田
市
に
永
住
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
供
（
娘
）
も
、

孫
（
男
1
人
、
女
1
人
）
も
で

き
ま
し
た
。「
の
ろ
け
話
」
に
な

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
許

し
く
だ
さ
い
。
21
年
前
我
が
家

に
孫
（
男
の
子
）
が
生
ま
れ
た

と
き
の
こ
と
で
す
。
私
は
じ
め

一
族
上
げ
て
の
か
わ
い
い
か
わ

い
い
の
連
続
で
し
た
。
そ
れ
が
、

今
年
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
人（
群
馬
民
医
連
奨
学
生
）

は
幼
少
の
頃
か
ら
、
人
の
た
め
・

世
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
い

う
希
望
が
あ
り
、
将
来
は
昔
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
利
根

保
健
生
協
の
組
合
員
皆
様
方
に

ご
恩
返
し
を
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
。
爺
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と
で
は
な
く
本
当
の

意
味
で
の
「
金
の
玉
子
」
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
人
は
「
新
病
院
で

頑
張
る
ぞ
！！
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

沼
田
東
支
部
で
は
健
康
班
会
の
参
加
者
を

募
集
中
。
既
に
四
回
開
催
中
。
筋
ト
レ
の
他
、

「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
や
「
つ
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
等
、
曲
に
合
わ
せ
た
体
操
を
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
気
持
ち
良
く
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

次
回
は
10
月
28

日
（
月
）
13
：
30
〜
老
健
と
ね
多
目
的
室
2
で

開
催
。
お
問
い
合
わ
せ
は
染
谷
（
☎
０
８
０
︱

２
０
４
８
︱
２
７
３
４
）
ま
で
。

※「
武
尊
通
信
」
の
掲
載
内
容
は
随
時
募
集
中
。

希
望
者
は
組
織
部
（
☎
22
︱

２
３
０
０
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（栄養課 萩原 良和）

生しいたけ…3 個　　しめじ…1 ／２パック
えのきだけ…1 ／２パック
かぶ…1 個　　　　　かぶの葉…少々
玉ねぎ…1 ／２個　　牛乳…1 ／４カップ
コーンクリーム（缶）…1 ／３カップ
カレー粉…少々　　塩…少々
サラダ油…少々

日時：11月22日（金）13時30分〜16時30分
場所：研修棟 講堂
講師：山田 千枝さん　桑原 久江さん
　・脳いきいき班会マスター　・はるな生活協同組合組合員
内容：楽しくゲームをしながら、
　　　認知症になりにくい生活習慣を身につける！！
定員：30人程度　　参加費：無料
申込締切：11月15日（金）
問合せ・申込：☎22−2300　組織部 金井・原澤

脳いきいき班会インストラクター
養成講座のご案内

ころばん体操・足指力チェック

腰痛・ころばん体操
体操とグラウンドゴルフを楽しみました

体組成チェック・あいうべ体操
健康管理の意識が高まりました

体
操
仲
間
を
募
集
中

〜短時間通所リハビリ始まりました〜

武
尊
通
信

　10月1日より、とね在
宅総合センター西棟1階
で、利根沼田では唯一と
なる短時間リハビリテー
ションを開始しました。

自立した日常生活が行えるよう、理学療法士の指導
の下、リハビリ器具を利用して行います。利用には
介護保険の認定（支援・介護）が必要です。介護保険
の申請は病院相談支援室、介護認定されている方は
担当ケアマネに相談の上、お申し込み下さい。


